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今月の主な内容

阿波人形芝居フェスティバル
勝浦に向けて
阿波人形芝居フェスティバル
勝浦に向けて

特訓中!特訓中!特訓中!
9月6日開催9月6日開催

町長に答申 P.６……………勝浦町立保育所
移管先法人選定委員会



防災ヘリコプター「うずしお」がやってくる

阪神淡路大震災パネル展

小中学生防災ポスター展

自衛隊展示コーナー 防災講演会

地震体験コーナー

徳島県の「寄り合い防災講座」

として、県の防災指導員の方に

来ていただき、南海地震を含め

た身近な防災対策について講演

いただきます。

日 時 ９月７日

午後１時30分～３時

場 所 住民福祉センター３階

内 容 『災害は忘れた頃にやってくる』

講 師 徳島県南海地震対策課

主 事 山本健太 氏

陸上自衛隊第14旅団第15普

通科連隊（善通寺市駐屯）か

ら、災害時の派遣車両や資機

材、災害活動のパネル展示を

行います。

日 時 ９月７日

午後１時～３時30分

場 所 勝浦町役場前駐車場

住民福祉センター１階

阪神淡路大震災の写真等パ

ネル24枚を展示しています。

日 時 ９月９日 まで

場 所 図書館２階視聴覚室

町内小中学生の描いた防災

ポスターを展示しています。

日 時 ９月９日 まで

場 所 図書館２階視聴覚室

大被害の岩手県栗原市 駒の湯温泉付近

（栗原市企画部市制情報課提供）
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今
後
三
十
年
の
間
に
五
十
％
以
上
の

確
率
で
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
、
南
海
地
震
。
そ
し
て
、
同
時
に
起

こ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
東
南
海
地

震
。ジ

ェ
ー
ン
台
風
・
キ
ジ
ヤ
台
風
の
襲

来
以
降
、
勝
浦
川
の
堤
防
が
整
備
さ
れ

正
木
ダ
ム
も
完
成
し
、
大
き
な
災
害
は

長
年
経
験
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
言
う
そ
の
時
に
備
え
る
た
め

に
、
本
年
度
も
全
町
一
斉
の
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
九
月
七
日

避
難

訓
練
を
実
施
し
、
地
区
の
役
員
さ
ん
を

通
じ
て
住
民
各
位
の
安
否
確
認
等
の
連

絡
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
訓
練
終
了
後
、
消
火
訓

練
や
救
助
訓
練
な
ど
も
地
区
に
よ
っ
て

は
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
区

の
役
員
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

※
今
年
度
は
、
非
常
持
出
袋
な
ど
の
記
念
品
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
度

徳島県防災ヘリコプター「うずしお」がやって

きます。当日、勝浦町消防団と協力して、消火訓

練を行います。

また、一般の方にもご覧いただけます。

日時 ９月７日 午後２時～３時30分

場所 星谷運動公園

※当日、粗大ごみの回収をしています

ので、お気をつけください。

徳島県の起震車がやってきて、阪神淡路大震

災の時の震度７の地震が体験できます。

日 時

９月７日

午後１時30分～３時30分

場 所

勝浦町役場前駐車場

全
町
一
斉
防
災
訓
練
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

本
年
に
入
り
、
六
月
・
七
月
と
つ
づ
け
て
東
北
地
方

で
大
き
い
地
震
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
本
県
で
も
南

海
・
東
南
海
地
震
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
中
、
住
宅
等
の
耐
震
化
が

急
が
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
耐
震
診
断
の

追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

九
月
一
日

か
ら
三
十
日

ま
で

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

〈
耐
震
診
断
〉

★
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅

★
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
住
宅
（
木
造
プ
レ
ハ
ブ
・
二×

四
工
法
は
除

き
ま
す
。）

★
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
平
屋
、
又
は
二
階
建
て

の
木
造
住
宅
（
併
用
、
共
同
住
宅
も
含
む
。）

追
加
募
集
戸
数

十
戸

※
負
担
額
・
補
助
額
・
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
広

報
５
月
号
（
Ｐ
11
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
６

Ｉ
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代
）
０
５
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３
４
３
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７
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４
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催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

３

～
消
防
団
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
～

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
収
益
金

を
利
用
し
た
助
成
金
に
よ
り
、
消
防
団
詰
所
等
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
体
外
式
自
動
除
細
動
器
）
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。第

八
分
団
詰
所

（
星
谷
地
区
）

第
九
分
団
詰
所

（
沼
江
地
区
）

救
急
患
者
輸
送
車
（
勝
浦
町
役
場
）

消
防
団
活
動
を
始
め
、
日
常
の
地
域
活
動
を
さ
れ

て
い
て
、
突
然
心
臓
発
作
を
起
こ
し
た
時
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
方
法
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
楽
ビ
ジ
ョ
ン

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
に
も
簡
単
な
動
画
（
Ｖ
Ｏ
Ｄ
）
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

【
勝
浦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://www.town.k
atsuura.lg.jp

宝くじ助成金で
安心安全な
まちづくりを

～
自
主
防
災
資
機
材
整
備
～

同
じ
く
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
収
益
金
を
利
用
し
た
助
成
金
に
よ
り
、
生

名
区
防
災
隊
に
自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
倉
庫
を
新
設
し
、
小
型
ポ
ン
プ
セ
ッ
ト

を
は
じ
め
発
電
機
の
ほ
か
様
々
な
防
災
資
機
材

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断

追
加
募
集
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状況の公表について

区 分
給料・報酬月額 期末手当

支給割合減額後給料･報酬 条例での給料･報酬 差 額

町 長 588,000円 735,000円 △147,000円
６月期
1.6月分

12月期
1.7月分

副 町 長 529,200円 588,000円 △58,800円

教 育 長 496,800円 552,000円 △55,200円

議 長 273,000円 273,000円 0円

副 議 長 234,000円 234,000円 0円

議 員 195,000円 195,000円 0円

特別職・議員等の報酬の状況

地方公務員法の定めにより地方公共団体の

職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事

行政の運営状況について公表することが、義

務づけられています。

勝浦町におきましても、勝浦町人事行政の

運営等の状況の公表に関する条例に基づき、

これらの内容について次のように公表をさせ

ていただきます。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

☆勤務を要する日…毎週月曜日から金曜日までの週５日間
（国民の祝日に関する法律に規定する休日および

12月29日から翌年の１月３日までを除く）

☆1日当たりの勤務時間…午前８時30分から午後５時15分まで
（午後零時15分から午後１時までの間は休憩時間）

☆1週間当たりの勤務時間…40時間

勤務時間

休暇制度

休 暇 の 種 類 休 暇 日 数 等

有

給

年 次 休 暇 １年につき20日間

病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める期間

結核性疾病
１年を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

上記以外の負傷又は疾病
3ヶ月を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

特

別

休

暇

感染症の予防及び感染症の患者に対する医
療に関する法律による交通しゃ断又は隔離

必要と認める期間

風、水、震、火災その他の非常災害
による交通しゃ断

必要と認める期間

風、水、震、火災その他の天災地変に
よる職員の現住居の滅失又は破壊

10日を超えない範囲内で
必要と認める期間

交通機関の事故等の不可抗力の事故 必要と認める期間

公民権の行使 必要と認める期間

骨髄液提供のための休暇 必要と認める期間

職員の婚姻 ７日の範囲内で必要と認める期間

妊娠障害のため勤務することが著し
く困難な場合

７日の範囲内で必要と認め
る期間

職員の分べん

分べんの予定日前７週間目に
当たる日から分べんの日後８
週間目に当たる日までの期間
内において必要と認める期間

生理休暇
３日を超えない範囲内で必
要と認める期間

女子職員が生後満1年に達しないそ
の職員の生児を育てる場合

１日２回（１回30分）

父母、配偶者又は子の祭日
２日を超えない範囲内で必
要と認める期間

就学前の子の看護のため勤務しない
ことが相当であると認められる場合

１年につき５日の範囲内の
期間

忌 引
死亡者の区分に応じ、1日から10
日の範囲内で必要と認める期間

社会貢献活動 １年につき５日の範囲内の期間

無 給 介護休暇
介護を必要とする一の継続す
る状態ごとに、連続する６月
の期間内で必要と認める期間

調査対象
職 員 数

年次休暇 病気休暇
取得日数

特別休暇取得日数
取得総日数 平均取得日数 忌引外 婚 姻

110人 897日 8.2日 132日 82日 0日

◇取得実績（H19年中）

４．職員の分限および懲戒処分 （H19年中）

処 分 内 容 処分者数

分 限 処 分

免 職 ０

降 任 ０

休 職 ０

降 給 ０

失 職 ０

懲 戒 処 分

免 職 ０

停 職 ０

減 給 ０

戒 告 ０

訓 告 等 ０

５．職員研修および勤務成績の評定の状況

研修区分 研修内容等 受講者数 場 所

一般研修
市町村吏員研修、課長
補佐級研修、係長研修

5人
徳島県自治研修
センター

実務研修
防災研修、法制執務講座、
税務研修、財務研修

54人
徳島県自治研修
センター・役場

派遣研修 人権研修等 1人 長 野 県

（H19年度実績）

②財 源

年 度
会員掛金

（会員個人支出分）
Ａ

町補助金
（公費支出分）

Ｂ
Ａ：Ｂ

19年度決算額 1,323,766円 1,324,412円 １：１

20年度予算額 1,285,152円 1,327,153円 １：１

③事業内容

給付事業

医療費補助金・入院差額料・入院見舞金・結
婚祝金・結婚祝付加保険・出産祝金・入学祝・
永年会員祝金・死亡弔慰金・災害見舞金・育
児休業給付金・介護休業給付金・退職選別金

厚生事業 銀婚祝品・ライフプランセミナー・退
職記念品・スキー教室・夏期保養施設

助成事業

人間ドック及び脳ドック助成・在宅介
護助成・保養所利用助成・遺児奨学助
成・公的資格助成・旅行費用助成・文
化体育活動助成

貸付事業 一般貸付・住宅貸付・医療貸付

その他の事業 積立年金事業・互助年金制度

６．職員の福祉および利益の保護の状況

下記のとおり互助会に加入し、職員の福祉の増進を図り、
これをもって住民福祉の向上を目指しています。

①会員数
平成20年
4月1日現在

区 分 会員数 互助会名

勝浦町職員
（118人）

118人
財団法人 徳島県
市町村職員互助会

区 分 受診者数

人間ドック 58人

脳ドック 4人

定期健康診断（勝浦病院） 58人

勝浦町では下記のとおり福利厚生事業を実施しました。
①勝浦町が実施した福利厚生制度に関する状況

②勝浦町が支出した福利厚生費（H19年度実績）
支出先 勝浦町職員組合 支出額 30,000円

（H19年度実績）

４
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勝浦町人事行政の運営等の

（単位:人）

区 分 定数 職員数
(Ｈ20.4.1現在)

比較

（1）町長の事務部局 職員 84 56 △28

（2）病院の職員 職員 49 45 △ 4

（3）議会の事務局の職員事務局長 1 1 0

（4）選挙管理委員会の職員 書記 1 1 0

（5）監査委員の職員 書記 1 1 0

（6）教育委員会の事務部局の職員 職員 18 10 △ 8

（7）農業委員会の職員 職員 1 1 0

計 155 115 △40

◇条例定数からみた職員数

職 名 職員数 職 名 職員数

課 長 等 8 医 師 4

課 長 補 佐 等 11 薬 局 長 1

係 長 9 薬 剤 師 1

主 事 等 22 検 査 技 師 等 4

主 事 補 等 3 理 学 療 法 士 3

書 記 3 主 任 看 護 師 2

保 育 所 次 長 2 看 護 師 17

主 任 保 育 士 3 用 務 員 ・ 調 理 員 19

保 育 士 3 計 115

H20年4月1日現在 （単位:人）

夜
間
勤
務
手
当

正規の勤務時間として午後10時から翌日午前５時まで
の間勤務が割り振られた職員に支給
・時間外勤務１時間につき

当該職員の時間単価×100分の25

宿
日
直
手
当

宿日直勤務をした職員に支給
・本庁 １回 4,000円（平成18年6月従事分から変更）

・病院 １回 7,300円 ・医師 １回 20,000円

期
末
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 期末手当基礎額×1.4月分
・12月期 期末手当基礎額×1.6月分

勤
勉
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 勤勉手当基礎額×0.75月分
・12月期 勤勉手当基礎額×0.75月分

特
殊
勤
務
手
当

手当名 支 給 額 等

扶
養
手
当

扶養親族を有する職員に対して支給
・配偶者 月 13,000円
・配偶者がいない職員でそのうち１人 月 11,000円
・その他（原則）月 6,500円
（扶養親族たる子のうち15～22歳の者は、5,000円加算）

通
勤
手
当

通勤距離（片道）が２㎞以上の職員に支給
通勤距離に応じ、月4,200円～月18,600円

住
居
手
当

自己所有の家に居住するか、借家等に居住し、家賃を
支払っている職員に支給

・借家等居住
①月額23,000円以下の家賃を支払っている職員
…家賃の月額から12,000円を控除した額

②月額23,000円を超える家賃を支払っている職員

…家賃の月額から23,000円を控除した額の２分の１
（その控除した額の２分の１が16,000円を超えると
きは、16,000円）に11,000円を加算した額

・持ち家居住 月 3,500円

管
理
職
手
当

管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
平成19年４月から支給額の定額化を実施（在職級・職
務の級により支給額を決定）

平成19年４月からの支給について、上記、支給額の５％
の削減を実施中

時
間
外
勤
務
手
当

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給

・時間外勤務１時間につき
…当該職員の時間単価×100分の125

（22時から翌朝５時までである場合は100分の150）

・年末年始の休日（1月1日～3日、12月29日～31日）
…当該職員の時間単価×100分の150

（22時から翌朝５時までである場合は100分の175）

・上記以外の休日…当該職員の時間単価×100分の135

（22時から翌朝５時までである場合は100分の160）

在職級 職 務 支給額（月額）

６級 参 事 53,600円

６級 総務税務課長 49,500円

６級 総務税務課長以外の課長等 41,300円

５級 総務税務課長補佐 30,600円

５級 薬局長 38,800円

手当制度の状況

手 当 名 手 当 額 基準

病
院
職
員
手
当

院長手当 80,000円

月額

副院長手当 50,000円

医師危険手当 30,000円

医師研修手当 30,000円

主任看護師手当 8,000円

検査技師危険手当 5,000円

診療放射線技師危険手当 10,000円

看護師危険手当 3,000円

夜間看護手当 3,400円 １回

初任給基準

一般行政職
大学卒 短大卒 高校卒

172,200円 152,800円 140,100円

医療職（医師）
博士課程修了 医大卒

323,600円 237,700円

医療職（薬剤師等）
大学卒 短大３卒 短大２卒

178,200円 167,000円 156,000円

医療職（看護師等）
短大３卒 短大２卒 養成所卒

188,900円 180,500円 153,300円

２．職員の給与の状況

区 分
平均給料月額 平均

年齢支給額の平均額

行 政 職 314,891円 41.25歳

技 能 労 務 職 260,047円 50.42歳

医療職（医 師 等） 468,275円 51.75歳

医療職（薬剤師等） 276,956円 39.56歳

医療職（看護師等） 297.979円 43.53歳

１人当たりの支給額（H20年4月1日現在）

ラスパイレス指数

Ｈ15 96.5

Ｈ16 91.9

Ｈ17 92.6

Ｈ18 93.7

Ｈ19 93.7

１．職員の任免および職員数に関する状況

区 分

平成18年
度4月1日

現在
職員数

平成19年
度4月1日

現在
職員数

平成19年度中 平成20年
度4月1日

付け
採用者数

平成20年
度4月1日

現在
職員数

採用
者数

人事異動に
よる増減

退職
者数

本 庁 等
（行政職等）

77 72 0 0 3 1 70

勝浦病院
（医療職等）

41 44 0 0 3 4 45

合 計 118 116 0 0 6 5 115

（単位:人）
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八
月
六
日
、
勝
浦
町
立
保
育
所

移
管
先
法
人
選
定
委
員
会
松
村
委

員
長(

徳
島
文
理
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授)

か
ら
、
答
申
が
中
田
町
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

選
定
委
員
会
は
、
平
成
二
十
年

一
月
に
設
置
さ
れ
、
以
後
八
回
開

催
し
、
勝
浦
町
立
生
比
奈
保
育
所

お
よ
び
横
瀬
保
育
所
の
移
管
先
と

し
て
、
社
会
福
祉
法
人
の
選
定
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

◎
答
申
の
主
な
内
容

■
移
管
先
保
育
所

勝
浦
町
立
生
比
奈
保
育
所
・

横
瀬
保
育
所

■
二
保
育
所
移
管
先
候
補
法
人

法
人
名

和
田
島
福
祉
会

住

所

小
松
島
市
和
田
島
町

西
林
一
一
―
一

な
お
、
移
管
先
候
補
決
定
ま
で

の
主
な
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

松村委員長（右）から答申を受ける中田町長（左）

町長に答申

勝浦町立保育所

移管先法人選定委員会

広報かつうら８月号に掲載後のふるさと納税ご協力者について

ご報告をします。

谷﨑泰司氏（千葉県在住）谷﨑準次氏（神奈川県在住）中村明子氏

（大阪府在住）匿名希望の近畿かつうらふるさと会会員の方（大阪

府在住）始め８名様からご寄附をいただきました。謹んでお礼を

申し上げます。皆さまのご厚意を活用して、誇っていただける勝

浦づくりに努めます。今後ともよろしくお願いいたします。

また、つぎのようなコメントをいただきましたのでご紹介しま

す。「苦しいときには、ふるさと勝浦を思い出しながら、ここまで

来れましたのも、ふるさと勝浦のお陰と感謝しております。」

ふるさと
納 税

平成19年 ７月25日
勝浦町立保育所民営化検討委員

会設置

12月３日
勝浦町立保育所民営化検討委員

会から答申

平成20年 １月30日
勝浦町立保育所移管先法人選定

委員会設置

４月１日
徳島県内に主たる事務所を有す

る社会福祉法人を対象に募集

４月16日
移管先候補募集説明会および

現地説明会 ※５法人が参加

５月30日
応募締め切り

※３法人から応募書類の提出

７月２日
応募法人選考会(プレゼンテー

ション)

８月６日
勝浦町立保育所移管先法人選定

委員会から答申

まちかど

散歩みち



今
年
の
十
一
月
に
徳
島
市
の
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

本
町
ほ
か
五
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

（
阿
南
市
、
三
好
市
、
上
勝
町
、
神
山

町
、
那
賀
町
）
に
て
、
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ

未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し

ま
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
と
は
、

地
域
情
報
化
の
全
国
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
総

務
省
と
開
催
県
等
が
連
携
し
て
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

一
九
八
八
年
に
「
全
国
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
祭｣

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
九
九
六
年
か
ら

は｢

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
」
、
さ

ら
に
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
「
地
域
Ｉ

Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
」
と
名
称
を
変

え
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
開
催
は
ス
タ
ー
ト
か
ら

二
十
一
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

本
町
も
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
に
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
し
、
人
形

浄
瑠
璃
、
中
学
校
合
唱
部
の
合
唱
の

模
様
等
の
配
信
、
Ｗ
ｉ
ｉ
ゲ
ー
ム
対

戦
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

フ
ェ
ス
タ
期
間
中
に
実
施
さ
れ
ま

す
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
詳
細
が
確
定
し
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
フ
ェ
ス

タ
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

開
催
日

勝
浦
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
は

十
一
月
七
日

・
八
日

の
二
日
間
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
た
フ
ェ
ス
タ
は
、
十
一
月
七
日

～

九
日

の
三
日
間
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

開
催
場
所

人
形
文
化
交
流
館
（
勝
浦
町
生
名
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕

勝
浦
町
総
務
税
務
課
内

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ

か
つ
う
ら
実
行
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８
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催
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イ
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第
三
十
二
回
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ

ン
ピ
テ
ィ
シ
ョ
ン
全
国
決
勝
大
会
（
全

日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
主
催
・
文
部

科
学
省
他
後
援
）
が
、
八
月
二
十
二
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
東
京
都
内
四
カ
所

の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
久
木

望
さ
ん

（
生
名
・
徳
島
文
理
中
学
校
二
年
）
が
連

弾
の
部
で
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
久
木
さ

ん
は
徳
島
地
区
予
選
・
四
国
本
選
と
も

に
一
位
で
通
過
さ
れ
、
全
国
大
会
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
ロ
部
門
Ｄ
級
（
中
学
二
年

生
以
下
）
で
も
四
国
本
選
で
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
キ
ー
リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
「
第

一
回
パ
ピ
ヨ
ン
カ
ッ
プ
」
が
県
下
各
地
か

ら
二
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
羽
ノ
浦
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
他
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
は
今
大
会
で
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
順
調
に
勝
ち
進
み
、
八
月
十

六
日
に
準
決
勝
、
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
準

優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ

た

影
平
昌
耶
君
が
敢
闘
選
手
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８
in
と
く
し
ま
が
開
催
さ
れ
ま
す

第32回 ピティナ・ピアノコンピティション

全国決勝大会に出場

勝浦タイガース 準優勝

�
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高齢者の方々に対して、感謝とご長寿のお祝いを目的とした

町民のつどいを開催します。

今年度、米寿・喜寿を迎えられる方々への記念品や、老人ク

ラブ活動の推進功労者表彰などを行います。

該当者 満75歳以上の方（案内ハガキを送付します）

実施日 ９月13日（土）

会 場 勝浦町農村環境改善センター
受付：午前８時～ 開会：午前10時

※開会の前に横瀬保育所児童による催し物があります。

80歳以上の方々を対象に、長寿のお祝いとして敬老年金を支

給します。

該当者 満80歳以上の方で、過去１年間勝浦町に住所が

ある方（転出を１年間されていない方）

実施日 勝浦町敬老町民のつどい受付時にお渡しします。

※慶祝訪問に該当されている方は、訪問時にお渡しします。

毎年、長寿者の方の、ご長寿と健康を祝福するため、ご自宅

を訪問し、祝い状・記念品をお贈ります。

該当者 満95才になられた方、白寿、百歳、百歳以上の方

第39回 勝浦町敬老町民のつどい

敬 老 年 金

慶 祝 訪 問

コース 運 行 時 間 ・ 経 路

勝浦川北岸

コース（今山から）

行き 午前８:00出発 今山ふれあい交流館 → 今山銀杏の木 → 黒岩中央橋北詰

→ 星谷四つ角 →星谷西尾さん宅前 → 中山消防詰所前

→ 横瀬東停留所 → 横瀬停留所 → 改善センター

帰り 午後12:30発 （会場から）

坂本コース

行き 午前８:30出発 黄檗上停留所 →（各停留所で停車します）→ 三渓東停留所

→ 改善センター

帰り 午後12:30発 （会場から）

石原コース

行き 午前８:30出発 石原停留所 →（各停留所で停車します）→ 横瀬停留所

→ 改善センター

帰り 午後１:30発 （会場から）

▼送迎バス運行予定表 ☆送迎バスを二台運行します。最寄りのバス停留所等で乗(降)車してください。

勝浦町では、長年にわたり地域社会、町の発展にご尽力さ

れてこられた高齢者の方々に対して、感謝と敬意、またご長

寿のお祝いを目的とした敬老行事を毎年実施しています。

今年も各行事を、次の日程で実施します。いずれの行事も

基準日は平成20年９月１日となっています。

100歳以上の長寿の方

中 山 坪 井 カ ズ （105歳）

坂 本 阿部カメノ （102歳）

95歳以上の長寿の方

石 原 大西喜代子 （98歳）

今 山 笠木アサヱ （98歳）

横 瀬 柏木ツルヱ （97歳）

今 山 井出クニヱ （97歳）

生 名 藤 田 ウ シ （97歳）

星 谷 大西シゲ子 （97歳）

久 国 池内ムメノ （97歳）

中 角 武 田 福 美 （97歳）

横 瀬 稼 勢 幸 雄 （96歳）

星 谷 福本フクヱ （96歳）

坂 本 新居シズ子 （96歳）

生 名 米澤ヒデ子 （96歳）

久 国 倉橋タケノ （96歳）

棚 野 田 中 房 一 （96歳）

生 名 倉 橋 テ ル （95歳）

中 山 立岩コナミ （95歳）

坂 本 長田フミヨ （95歳）

山 西 廣岡コタニ （95歳）

中 角 吉岡ミサヲ （95歳）

与川内 新 居 嘉 眞 （95歳）

中 角 船 崎 ツ ヤ （95歳）

他１名（希望により掲載を控えさせていただきました。）

ますますのご健康とご長寿を

お祈りいたします。

※敬称略、掲載は年齢・誕生日順です。
※年齢は平成20年９月１日現在です。

～勝浦町のご長寿者紹介～

今年度の

敬老行事
について
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Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

９

英
会
話
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。講

師
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
ウ
ィ
リ

ア
ム
さ
ん
が
英
会
話
の
指
導
に
あ
た
っ

て
く
れ
ま
す
。

指
導
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
月
十

二
日

ま
で
に
勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

開
講
期
間

平
成
二
十
年
九
月
か
ら
約
一
年
間

毎
週
水
曜
日

コ
ー
ス

☆
初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
か
ら
八
時
ま
で

☆
中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
十
分
か
ら
九
時
十
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
二
十
五
人

（
募
集
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

対
象
者

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は

勤
務
す
る
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
年
間

を
通
じ
て
受
講
で
き
る
方
（
学
生
の
方

は
受
講
で
き
ま
せ
ん
）

【
開
講
式
】

日

時

九
月
十
七
日

午
後
七
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

午
前
九
時
四
十
五
分
～

十
一
時
三
十
分

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

※
保
育
所
の
運
動
会
は

十
月
十
八
日

の
予
定
で
す
。

育
児
相
談

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

24日 17日 10日 ３日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
運
動
会
の
リ
ズ
ム
遊
び
や
体
操

を
し
ま
し
ょ
う
。

★
八
月
・
九
月
生
ま
れ
の
お
友
達

の
誕
生
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
ま
し
ょ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
リ
ズ
ム
遊
び
や
運
動
遊
び
を
い
っ

し
ょ
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
簡
単
な
手
づ
く
り
絵
本
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

★
園
庭
開
放

・
保
育
所
の
お
友
だ
ち
と
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
運
動
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

９月

英
会
話
教
室

受
講
生
募
集
！

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

九
月
二
十
五
日

午
後
二
時
～

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
九
月
八
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
詳
細

に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予
約

が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
日
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

発
達
相
談
実
施
日

講 師

ウィリアム・ムイさん

���
���
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Ｔ
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催
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町
営
住
宅
に
空
室
が
出
来
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

申
込
受
付
期
間

九
月
八
日

～
九
月
十
八
日

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
）

募
集
住
宅
名

坂
本
旭
住
宅
（
坂
本
）
一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

三
Ｄ
Ｋ

共
通
募
集
資
格

①
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
。

ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

②
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と
。

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
）

③
原
則
と
し
て
、
単
身
者
の
方
は
入
居
で
き

ま
せ
ん
。

④
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
無

い
こ
と
。

⑤
家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力
を

有
す
る
方
。

⑥
入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

⑦
犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

①
家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
一
月
一
二
、〇
〇
〇
円
か
ら

一
九
、九
〇
〇
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

②
敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分
が

必
要
で
す
。

③
そ
の
他
、
共
益
費
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
設
置
）
と

し
て
毎
月
三
〇
〇
円
を
家
賃
に
加
算
し
ま

す
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る
費

用
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
使
用
料
等
は
、
入
居
者
の

負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

十
月
一
日

予
定

そ
の
他

選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住

宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

徳
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
阿
波
人
形

浄
瑠
璃
を
間
近
で
み
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃

し
な
く
。

日

時

九
月
六
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

演

目
傾
城
阿
波
の
鳴
門

巡
礼
歌
の
段

語
り

連
記
佳
月

三
味
線

豊
澤
町
子

人
形

こ
ど
も
阿
波
人
形
芝
居
教
室
参
加
者

傾
城
阿
波
の
鳴
門

十
郎
兵
衛
内
の
段

語
り

吉
本
藍
玉

三
味
線

豊
澤
町
子

人
形

勝
浦
高
校
民
芸
部
卒
業
生

壺
坂
観
音
霊
験
記

沢
市
内
の
段

語
り

正
田
と
し
穂

三
味
線

豊
澤
町
子

人
形

勝
浦
高
校
民
芸
部

壺
坂
観
音
霊
験
記

壺
坂
寺
の
段

語
り

桂

千
佳

三
味
線

豊
澤
町
子

人
形

勝
浦
高
校
民
芸
部

伽
羅
先
代
萩

政
岡
忠
義
の
段

語
り

河
野
秀
光

三
味
線

豊
澤
町
子

人
形

勝
浦
座

主

催

勝
浦
座
・
勝
浦
町
教
育
委
員
会

後

援

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会

徳
島
県
立
勝
浦
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指

定
相
談
事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当

事
者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

場所相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

10
月

９
月

16
日

30
日

４
日

18
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
！

阿
波
人
形
芝
居
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
勝
浦
の
開
催
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催
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テ
ー
マ
「
心
が
つ
く
る
人
生
」

夢
や
志
に
向
か
っ
て
、
主
体
性
と
自

律
性
を
持
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
自
立

の
心
は
、
家
庭
人
、
社
会
人
、
ま
た
、

国
民
と
し
て
の
責
任
感
や
使
命
感
を
は

ぐ
く
み
ま
す
。

そ
し
て
地
域
や
国
際
社
会
に
目
を
向

け
て
い
く
た
く
ま
し
さ
を
育
て
ま
す
。

「
感
謝
の
心
」

「
思
い
や
り
の
心
」

「
自
立
の
心
」

日

時
九
月
二
十
四
日

～
二
十
六
日

午
後
七
時
十
分
～
九
時
三
十
分

（
受
付

六
時
四
十
分
か
ら
）

会

場
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
三
渓
古
川
三
―
二

講

師モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育
講
師

三

宅

寿

彦

氏

岐
阜
県

杉

角

光

枝

氏

東
京
都

参
加
費

二
、
〇
〇
〇
円

[

消
費
税
込]

(

家
族
割
引
・
二
人
目
よ
り
一
、〇
〇
〇
円)

(

学
生
一
、〇
〇
〇
円)

申
込
先

勝
浦
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

三
渓

（
朔

章
一
方
）

（
４
２
）３
９
０
２
・（
４
２
）２
８
４
０

主

催

(

財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後

援
文
部
科
学
省
・
徳
島
県
教
育
委
員
会
・

勝
浦
町
教
育
委
員
会
・
上
勝
町
教
育

委
員
会

日
時
・
場
所

十
二
月
～
二
月
に
か
け
て
、
実
技
試

験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

職

種

配
管
な
ど
三
十
八
職
種

申
し
込
み

九
月
二
十
九
日
～
十
月
十
日
に
、
徳

島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
鳴
門
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工
会

に
て
受
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
徳
島
県
職
業
能
力
開
発

協
会

０
８
８
（
６
６
３
）２
３
１
６

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
九
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

●

八
月
の
活
動
報
告

八
月
五
日
の
活
動
は
、
毎
月
実
施
し

て
い
る
読
み
聞
か
せ
と
育
児
相
談
で
し

た
。読

み
聞
か
せ
で
は
、
子
供
た
ち
に
人

気
の
あ
る
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
と
い
う

絵
本
を
横
田
先
生
に
読
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
う
ん
と
こ
し
ょ
ど
っ
こ
い
し
ょ

と
子
供
た
ち
も
先
生
と
一
緒
に
言
っ
た

り
し
て
、
み
ん
な
絵
本
の
世
界
に
夢
中

で
し
た
。

そ
の
後
の
育
児
相
談
で
は
、
子
育
て

に
対
す
る
日
頃
の
悩
み
を
親
た
ち
が
聞

い
て
も
ら
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

30日 16日 12日 ２日

ma
ma's

cafe

（
新
規
申
込
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
下
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

ミ
ニ
運
動
会

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
お
う

＆
横
田
先
生
の
育
児
相
談

▲育児相談

の様子

▲

先生の読み

聞かせの様子

心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
案
内

９
月

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

���
���

���
���
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ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
運
動
期
間
中
は
、
多
彩
な

交
通
安
全
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
家

族
み
ん
な
で
、
こ
の
運
動
に
参
加
し
て

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

期

間
九
月
二
十
一
日

～

九
月
三
十
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す

開放施設 生比奈小学校・横瀬小学校・勝浦中学

校の各体育館および運動場（ナイター

施設を含む。）

申請受付日 ９月17日 午前10時

勝浦町スポーツ少年団に加入している

各スポーツ少年団

９月17日 午後２時

勝浦町体育協会所属の各クラブ

９月18日 午前10時 その他一般

申請場所 勝浦町教育委員会２階 視聴覚室

使 用 料 20時から22時…体育館300円/時間・

１面 運動場（ナイター施設含む）…700円

/時間・1面又は300円/時間・全面

使用可能者 (1)勝浦町スポーツ少年団

(2)勝浦町体育協会

(3)その他（町内に在住、在勤又は在学す

る者が10人以上の団体を構成し、かつ監

督者として成人が含まれること。）

持参するもの 印 鑑

そ の 他 今回の受付は、平成20年10月１日から

平成21年３月31日までの使用期間の受

付とし、受け付けた日数の使用料は全

額前納していただきます。なお、今回

の受付をしなくても、施設の空いてい

る日であれば、使用希望の３日前まで

に申請していただければ、使用可能で

す。（その場合でも、前納していただ

きます。）

勝浦町立学校施設（体育館・運動場）の使用申請を次のとおり受け付けます。

【ご不明な点は、勝浦町教育委員会 （42）2515までお問い合わせください。】

勝浦町立学校施設の後期利用申請受付

ま
で
の
十
日
間

運
動
重
点

・
高
齢
者
を
守
る
意
識
の
醸
成
と
思
い

や
り
活
動
の
推
進

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

推
進
事
項

★
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
に
対
す
る
保
護
意
識
の
醸
成

を
図
り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

地
域
で
開
催
さ
れ
る
交
通
安
全
講
習

会
や
各
種
交
通
安
全
行
事
に
参
加
し
、

安
全
行
動
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

★
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
後
部
座
席

を
含
め
た
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
よ
う
！

家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
正
し
い
着
用
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
！

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
、
交

通
事
故
の
悲
惨
さ
を
認
識
し
、
地
域
、

職
場
、
家
庭
等
に
お
い
て
飲
酒
運
転
を

許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
飲
酒

運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
者
、
自
転
車
や
対
向
車
な
ど
に

車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
の
保
護
に

努
め
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
は
反
射
材
の
活
用
に
心
が

け
よ
う
！
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シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
作
業
お
よ
び

更
新
作
業
を
行
な
う
た
め
、
九
月
四

日

は
、

・
電
子
証
明
書
の
発
行
や
失
効

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

・
広
域
交
付
住
民
票
の
写
し
の
発
行

な
ど
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

（
※
勝
浦
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の

住
民
票
の
写
し
の
発
行
は
通
常
ど
お
り

行
な
っ
て
い
ま
す
。
）

ま
た
九
月
二
十
二
日

は
、
電
子

証
明
書
の
発
行
や
失
効
の
業
務
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
電

子
証
明
書
発
行
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
停
止
日
の
お
知
ら
せ

～ 病気の早期発見や重症化の予防には健康診査が大切です ～

徳島県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の健康を守るため、次の日程により健康

診査を実施します。体の状態をチェックするためにも、健康診査を受け、生活習慣の改善

に役立てましょう。

※次の生活習慣病により治療をされている方、又は入院されている方は、医師とのつながりのもと

健康状態の把握をされており、指導を受けているため対象から除かれています。

糖尿病、高血圧性疾患、高脂血症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、

脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化

〈健診項目〉 身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査

〈自己負担〉 無 料

【問い合わせ】 徳島県後期高齢者医療広域連合事業課 088（677）3666

〒771-0135 徳島県徳島市川内町平石若松78番地1

ホームページアドレス http://www.koukikourei-tokushima.jp

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

健康診査のお知らせ

対 象 者 受診券の送付時期 受診期間

平成20年４月１日現在被保険者の方で、昨年
１年間に、医療機関等にかからなかった方

受診券を６月に送付済
平成20年
12月末日まで

平成20年４月１日現在被保険者の方で、生活
習慣病等でない方

受診券を10月に送付
平成20年
12月末日まで

平成20年４月２日から９月末日までの間に、
長寿医療制度に加入された方

９月～10月に申込書を送
付し、申込のあった方に
受診券を送付

平成20年
12月末日まで

平成20年10月１日から平成21年１月末日まで
の間に、長寿医療制度に加入された方

加入月の翌月上旬に申込
書を送付し、申込のあっ
た方に受診券を送付

平成21年
３月末日まで

平成21年２月１日から３月末日までの間に長
寿医療制度に加入された方

平成21年４月中に申込書
を送付し、申込のあった
方に受診券を送付

平成21年
12月末日まで
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勝浦町では、ごみの減量化を進めるため、

電気式生ごみ処理機の購入補助制度を行って

います。

生ごみは、乾燥や堆肥化させることにより、

良質の肥料として利用できます。

補助制度を活用して、生ごみの有効利用に

チャレンジしてみて下さい。

補助金申請受付期間

受付は先着順で、予算の範囲内で締め切ら

せていただきます。

補助対象者

１．町内に住所を有する世帯。

２．肥料化および減量化されたものを

処理できる方。

補助金の額

１．１世帯につき１台まで。

２．購入額の２／３（千円未満端数切捨て）。

ただし、40，000円を限度とする。

申し込み方法

勝浦町住民課へ申し込み、申請用紙を受け

取ってください。

問い合わせ 勝浦町住民課 （42）1501

電気式生ごみ処理機
購入補助金について

午前８時～午後２時まで
※悪天候の場合は９月14 （午前８時～11時）

に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

ごみの出る量を減らすために、修理可能な物

は修理をする、リサイクルできるものは、リサ

イクルショップへの売却や知人にあげたりしま

しょう。

注意：当日は、家電４品目（エアコン･テレビ･

電気冷蔵冷凍庫・電気洗濯機）について

は受け取りをしません。

①家電小売店に引き取りを依頼してください。

②廃棄のみで、購入した小売店が営業をしていな

い場合のみ、役場住民課で受け取りをいたしま

す。[月曜日から金曜日（祝日・振替休日を除く）

の午前８時30分から午後５時までの間] 事前に

郵便局でリサイクル料金を払ってから廃棄する

家電品と運搬料金（１個2,000円）をご持参くだ

さい。

※一部の会社の製品は
この料金と違うもの
があります。別に郵
便局で手数料120円

必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3,150円

テ レ ビ 2,835円

電気冷蔵庫・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

ＩＰ（代）

９月の一斉清掃日は、９月７日を

予定していますが、同日に勝浦町防

災訓練が実施されます。

各地区の役員さんの指示

に従ってご協力、

ご参加をお願い

いたします。

９月７日は

全町一斉清掃日

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

日 時 平成20年９月７日

050(3438)7148

家庭の粗大ごみ
回収について
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国 民 年 金 だ よ り

国民年金の給付には、３種類の基礎年金があります
受けられる条件 受けられる額

老
齢
基
礎
年
金

65歳から一生涯支給の終身年金

原則として65歳から受給となります。

希望により60歳から減額された年金の繰上げ支給

や、66歳から70歳までの希望する年齢から増額され

た年金の繰下げ支給を請求できます。

一定の保険料を納めていることが必要です

国民年金保険料を納めた期間等や厚生年金、共済

組合の加入期間を合計して25年間以上あることが必

要です。

満額 792,100円（平成20年度・年額）

※40年間（20歳から60歳までの金額納付の場合）

未納・免除の場合は次の式で計算します

※昭和16年４月１日以前生まれの方は生年月日により異

なります。

障
害
基
礎
年
金

病気やけがで障害が残ったとき

①国民年金加入中（または加入していた方が日本国

内居住の60歳以上65歳未満のとき）に初診日（初

めて医師の診察を受けた日）のある病気やけがで、

初診日から１年６カ月経過したときまたは、その

期間内に症状が固定したときに請求できます。

②20歳になる前に初診日のある病気やけがで障害者

になったとき（初診日から１年６カ月後が20歳前

の時は、20歳になったとき）に請求できます。

次の両方の条件を満たすことが必要です

①障害の等級が国民年金法による１級、２級の障害

の状態であること。

※身体障害者手帳の障害等級とは異なります。

②初診日の属する月の前々月までの保険料納付期間

や免除期間などが、加入すべき期間の３分の２以

上であること。（初診日が平成28年４月１日前の

場合は、初診日の属する前々月までの直近の１年

間の保険料納付または免除が必要です。ただし、初

診日において65歳未満であること。）

※初診日が、20歳前のときは納付の条件はありませ

ん。

１級 990,100円（平成20年度・年額）

２級 792,100円（平成20年度・年額）

生計を維持された18歳到達年度の末日まで（ただし、

障害の状態が１・２級の子は20歳の誕生日の前日まで）

の子がいるときは次の額が加算されます。

２人目まで １人につき 227,900円

３人目から １人につき 75,900円

遺
族
基
礎
年
金

一家の支えにもしものことがあったとき

国民年金に加入している方または加入していた方

が死亡したときに、その方に生計を維持されていた

「子のある妻」または「子」に支給されます。

※「子」とは、18歳到達年度の末日まで（ただし、障

害の状態が１・２級の子は20歳の誕生日の前日まで）

の子をさします。そのため支給されるのは、子が18

歳になった後の最初の３月分までです。

次の両方の条件を満たすことが必要です

①請求できる遺族（子のある妻、または子）である

こと。

②死亡日に属する月の前々月までの保険料納付期間

や免除期間などが、加入すべき期間の３分の２以

上であること。（死亡日が28年４月１日前の場合

は、死亡日の属する前々月までの直近の１年間の

保険料納付または免除が必要です。ただし死亡日

において65歳未満であること。）

妻が受けるとき 1,020,000円
（子１人分の加算額を含む）

（平成20年度・年額）

子が受けるとき 792,100円
（平成20年度・年額）

生計を維持された18歳到達年度の末日まで（ただし、

障害の状態が１・２級の子は20歳の誕生日の前日まで）

の子がいるときは次の額が加算されます。

２人目まで １人につき 227,900円

３人目から １人につき 75,900円

※このほか、第１号被保険者の独自給付として、付加年金、寡婦年金、死亡一時金、短期在留外国人の脱退一時金などがあります。

792,100円 ×

保険料納付済月数＋（保険料全額免除月数×1/3）
＋（保険料3/4免除月数×1/2）＋（保険料1/2免除
月数×2/3）＋（保険料1/4免除月数×5/6）

加入可能年数×12（月）
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～ 特定健診・特定保健指導を受けて メタボリックシンドロームを予防・解消！～

平成20年度からメタボリックシンドロームの予防・解消に着目した特定健診・特定保健指導が実

施されることになりました。生活習慣病を未然に防ぐには、健診による健康管理が決め手となりま

す。「受診券」により、各病院等に健診を予約して下さい。該当の方に配布いたしました「受診券」

の有効期限は、平成20年11月30日までとなっております。

健診は健康管理の第一歩

たくさん医療費がかかる「生活習慣病」そのおおもとは…

病気別に比較すると、高血圧や心臓病、脳卒中などの「循環器系の病気」や、がんなどの「新生

物」といったいわゆる「生活習慣病」が、医療費の割合の多くを占めています。生活習慣病は、日

ごろの悪習慣の積み重ねが素地となって発症する病気です。不健康な生活が続くとメタボリックシ

ンドローム（下記参照）といわれる状態となり、やがて生活習慣病を引き起こすのです。

脳ドックを受けてみませんか？
検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳検査、聴力検査、ＭＲＩ(脳の断面図)

ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,900円（自己負担 6,100円、補助金額 34,800円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 11月19日から12月17日までの病院指定日

募集人数 残り９人分（申し込み順とします）

対 象 者 年齢が40歳以上で、勝浦町国民健康保険に加入している方。

申し込み方法 国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、

勝浦町総務税務課へお申し込みください。

申し込み締切日 定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町総務税務課国保係 （42）1503まで問い合わせください。

21.5％

12.2％

8.5％

8.1％7.6％
7.0％

6.9％

6.9％

5.9％

15.4％

循環器系の疾病
（高血圧・心臓病・脳卒中など）

新生物
（がんなど）

呼吸器系の疾病
（ぜんそく・気管支炎など）

尿器性器系の疾病
（肝臓疾患など）

精神および行動の障害
（統合失調症など）

損傷、中毒およびその他の
外因の影響（骨折・けがなど）

内分泌、栄養

および代謝疾患
（糖尿病など）

筋骨格系および

結合組織の疾患
（関節症・神経痛など）

消化器系の疾患

（胃炎・肝疾患など）

その他

病気別に見た医療費の割合（一般診療医療費）

一般診療医療費

24兆9，600億円

資料：厚生労働省「平成17年度国民医療費」より
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私
は
、
小
学
生
か
ら
道
徳
の

時
間
の
と
き
、
本
な
ど
で
、
差
別

に
つ
い
て
は
な
し
あ
っ
た
り
し
て

勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
民
文
化
祭
で
行
わ
れ

る
美
郷
中
学
校
の
人
権
劇
な
ど
も
、

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
見
る
た
び
に
、
み
ん
な

劇
を
や
る
の
が
上
手
だ
な
あ
と
い

う
こ
と
と
、
世
の
中
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
が
あ
る
ん
だ
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

最
近
私
は
、
店
な
ど
に
買
い
物

に
行
っ
た
ら
、
足
が
不
自
由
だ
っ

た
り
目
が
不
自
由
だ
っ
た
り
す
る

人
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
以
前
の
私
だ
っ
た

ら
「
あ
の
人
は
、
ふ
つ
う
の
人
じ
ゃ

な
い
な
あ
」
と
か
「
へ
ん
だ
な
あ
」

と
か
思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
小
学
校
三
年
に
な
っ
た
時

妹
た
ち
が
入
学
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
妹
の
ク
ラ
ス
に
は
耳
の
不
自

由
な
Ａ
ち
ゃ
ん
が
い
た
の
で
す
。

は
じ
め
は
、
私
た
ち
は
、
Ａ
ち
ゃ

ん
と
話
し
を
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

で
も
、
私
た
ち
は
指
文
字
や
手

話
を
覚
え
少
し
ず
つ
Ａ
ち
ゃ
ん
と

だ
ん
だ
ん
話
し
を
す
る
子
も
ふ
え

て
き
ま
し
た
。

私
も
、
妹
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
手
話
を
少
し
ず
つ
覚
え
て
い

き
ま
し
た
。

妹
は
、
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ

と
Ａ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
い
た

の
で
、
手
話
は
だ
い
た
い
全
部
覚

え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
手
話
を

や
る
手
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
私

は
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

自
分
の
手
話
が
初
め
て
伝
わ
っ

た
時
Ａ
ち
ゃ
ん
と
の
距
離
が
す
ご

く
ち
ぢ
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
も
、
私
た
ち
は
Ａ
ち
ゃ

ん
と
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
最
初
手
話
に
対
し
て
、

難
し
い
か
ら
い
や
だ
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん

な
れ
て
く
る
と
、
も
っ
と
覚
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
友
達

も
先
生
も
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
校
歌
を
手
話
で
覚
え
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
に
な
る
と
、
村
内
の
サ
ー
ク
ル

に
参
加
し
て
手
話
の
先
生
に
教
え

て
も
ら
う
子
も
い
た
の
で
す
。

毎
週
月
曜
日
に
あ
る
朝
会
で
は

校
歌
を
手
話
を
つ
け
て
歌
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

校
歌
だ
け
で
な
く
色
々
な
小
学

校
と
の
交
流
会
な
ど
で
う
た
う
歌

や
卒
業
式
で
う
た
う
歌
も
手
話
を

つ
け
ま
し
た
。
手
話
の
分
か
ら
な

い
所
は
Ａ
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
一
生
懸
命
練
習
し
ま
し
た
。

私
は
、
Ａ
ち
ゃ
ん
と
話
し
た
く

て
手
話
を
覚
え
て
い
く
う
ち
に
少

し
ず
つ
手
話
で
話
す
こ
と
が
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

思
え
ば
、
Ａ
ち
ゃ
ん
が
私
達
の

小
学
校
に
入
学
し
て
く
れ
た
こ
と

は
私
達
に
と
っ
て
す
ご
く
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
手
話
を
覚
え
ら

れ
た
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
身
近

な
こ
と
と
し
て
、
障
害
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
で
き
れ
ば
少
し
ず
つ
で

い
い
か
ら
み
ん
な
に
手
話
を
覚
え

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
、
初
め
て
手
話
を
覚
え
る

時
め
ん
ど
う
だ
か
ら
す
ご
く
嫌
だ

と
思
っ
て
い
て
、
と
中
で
も
う
や

め
た
い
と
か
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
な
に
は
、
そ
ん
な
気

持
ち
で
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。

手
話
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

楽
し
い
し
、
ま
ず
私
達
が
障
害
の

あ
る
人
に
対
し
て
で
き
る
最
初
の

一
歩
だ
と
思
う
の
で
す
。

障
害
が
あ
る
と
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
人
と
距
離
を
お
き
人
を

区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一

人
の
す
べ
て
の
人
が
楽
し
く
平
和

に
み
ん
な
と
仲
良
く
暮
ら
せ
る
よ

う
に
し
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
手
話
や
指
文
字
を
覚

え
た
り
、
人
権
問
題
を
学
習
し
て
、

自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た

い
で
す
。

手話を通して

平
成
十
五
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
よ
り



◆
応
募
資
格

徳
島
県
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方

徳
島
県
出
身
の
方

◆
募
集
部
門
・
選
考
委
員

（
部
門
別
五
十
音
順

敬
称
略
）

小

説

山
本
道
子

脚

本
（
舞
台
・
映
画
・
放
送
ド
ラ
マ
）
ふ
じ
た
あ
さ
や

文
芸
評
論

山
下
博
之

児
童
文
学

さ
ね
と
う

あ
き
ら

随

筆

林

啓
介

現

代

詩

鈴
木

漠

短

歌

紀
野

恵

斎
藤
祥
郎

竹
安
隆
代

松
並
武
夫

俳

句

上
崎
暮
潮

小
谷
史
井

斎
藤
梅
子

西
池
冬
扇

福
島
せ
い
ぎ

吉
田
汀
史

川

柳

井
上

博

岸
下
吉
秋

中
尾
住
吉

福
本
し
の
ぶ

連

句

高
田
保
二

東
條
士
郎

◆
募
集
期
間

九
月
三
十
日

必
着

◆
賞

各
部
門
ご
と
に
最
優
秀
作
・
優
秀
作
・
佳
作
を
入
選
作
品

と
し
、
最
優
秀
作
の
み
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

小
説
・
脚
本

最
優
秀
作

副
賞
五
万
円
（
各
一
点
）

文
芸
評
論
・
児
童
文
学最

優
秀
作

副
賞
二
万
円
（
各
一
点
）

随
筆
・
現
代
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
連
句

最
優
秀
作

副
賞
一
万
円
（
各
一
点
）

◆
応
募
先

〒
七
七
〇
―
〇
八
〇
七

徳
島
市
中
前
川
町
二
丁
目
二
十
二
番
一

徳
島
県
立
文
学
書
道
館
「
と
く
し
ま
文
学
賞
」
係

◆
主

催

徳
島
県
・
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
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放
牧
の
牛
を
見
に
来
し
園
児
ら
の
お
礼
は
牛
の
絵
描
き
て
く
れ
た
り

坂
本

平

尾

智

男

黄
煙
を
し
き
り
に
あ
ぐ
る
蚊
い
ぶ
し
の
匂
い
に
も
な
れ
畦
草
を
刈
る

立
川

堀

梅

子

下
手
が
い
い
と
言
わ
れ
て
描
き
し
絵
手
紙
の
下
手
極
ま
れ
ば

出
す
を
た
め
ら
う

棚
野

田

中

久

子

夕
闇
の
川
面
つ
つ
め
ば
蛍

ほ
う
た
るは

光
り
増
し
来
て
飛
び
流
れ
ゆ
く

横
瀬

日

下

克

子

行
水
の
子
供
の
頃
が
甦

よ
み
が
える

蛍
の
乱
舞
す
川
辺
の
闇
に

横
瀬

桜
木
千
代
子

今
年
も
ま
た
作
り
し
ト
マ
ト
の
桃
太
郎
も
ぎ
た
て
の
味
食
卓
飾
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

青
葉
道
の
峠
い
く
つ
を
越
え
来
し
か
目
の
前
展
け
て
大
川
原
高
原

坂
本

木

下

茂

子

蜜
柑
の
花
散
り
た
る
後
の
多
き
実
も
や
が
て
は
摘
果
の
憂
き
目
に
会
え
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

解
禁
日
釣
り
好
き
だ
っ
た
弟
の
面
影
思
う
川
辺
の
人
に

横
瀬

廣
安
美
枝
子

夏
蝶
の
ひ
ら
り
と
舞
う
を
見
て
お
れ
ば
眉
根
お
の
ず
と
開
か
れ
て
ゆ
く

棚
野

殿

川

早

苗

土
竜
か
ら
難
を
逃の

が

れ
て
出
た
み
み
ず
こ
れ
ま
た
地
獄
日
照
り
の
地
上

棚
野

島

つ
と
む

テ
ン
ト
な
る
ト
ン
ネ
ル
続
く
日
曜
市
行
き
交
う
人
の
波
に
揉
ま
れ
つ

坂
本

菅
内
久
美
子

人
生
の
最
高
の
時
を
孫
と
い
る
七
十
に
し
て
や
っ
と
叶
え
り

横
瀬

丸

関

朋

子

同
窓
会
近
づ
き
来
れ
ば
老
い
し
吾
も
日
々
の
仕
事
に
段
取
り
の
良
し

中
山

溝
内
喜
美
代

久
し
振
り
に
会
い
た
る
友
の
そ
の
笑
顔
太
き
眉
毛
が
印
象
づ
け
る

横
瀬

平
山
美
千
江

母
恋
い
て
泣
く
弟
と
共
に
泣
き
し
よ
逝
き
し
弟
も
六
十
年
過
ぐ

棚
野

田

中

茂

子

話
し
か
く
る
吾
に
首
を
傾か

し

げ
つ
つ
犬
は
き
ち
ん
と
座
り
直
せ
り

生
名

岩

本

敏

子

平
幕
が
初
日
に
横
綱
投
げ
倒
し
胸
す
く
想
い
に
拍
手
し
て
お
り

横
瀬

林

と
み
え

竹
林
寺
の
木
下
の
闇
に
は
芭
蕉
の
句
碑
苔
に
埋う

も
れ
て
文
字
は
読
め
ざ
る

坂
本

山

口

昭

市

病
む
母
に
添
い
寝
の
看
取
り
せ
し
頃
が
紫
陽
花
咲
け
ば
甦
り
来
る

中
角

花

岡

福

枝

長
雨
で
心
配
し
て
た
稲
作
も
日
照
り
続
き
で
す
く
す
く
育
つ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

誕
生
の
月
に
貰
い
し
カ
ト
レ
ヤ
の
老
い
路
な
が
き
に
癒
さ
れ
て
お
り

中
山

栗

城

絹

晴
れ
渡
る
五
月
の
空
に
鯉
の
ぼ
り
誇
ら
し
げ
に
泳
ぎ
い
る
な
り

横
瀬

西

蔭

達

男

二
十
年
逢
う
こ
と
な
か
り
し
孫
娘
に
「
お
小
遣
い
よ
」
と
渡
さ
れ
て
お
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

九
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

か
つ
う
ら
歌
壇

中
田
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保健だより

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）等
ＤＭＡＴ＝災害の急性期（48時間以内）に活動できる機動性を持ったチーム

他県からの支援

広域応援協定（近畿２府７県、中四国９県、四国４県）
他県で発災

○ 被災地への支援
（医療救護班派遣）

○ 後方支援
（被災患者の受入）

○ 広域搬送拠点
（ＳＣＵ）
重篤患者の県域を
超えた搬送

被災地外の
地 域

災害拠点病院
地域中核病院
県医師会
県歯科医師会

県看護協会
県薬剤師会

あすたむらんど
徳島

○ 医療救護班の編成・派遣
○ 災害拠点病院・医療救護所・

避難所等への支援
○ 救急患者の受入

地域の医療機関、医師会

医療機関等

○ 重篤救急患者の救命医療
○ 広域搬送への対応
○ 地域医療機関への資器材貸出

災害拠点病院

〔基幹災害医療センター〕

県立中央病院
〔地域災害医療センター〕
東部Ⅰ：健康保険鳴門病院
東部Ⅱ：麻植協同病院

南部Ⅰ：徳島赤十字病院
阿南医師会中央病院

南部Ⅱ：県立海部病院
海陽町立海南病院

西部Ⅰ：つるぎ町立半田病院
西部Ⅱ：県立三好病院
〔地域の中核病院〕

○ 医療救護所・避難所の設置
○ 被災者の健康管理

医療救護所・避難所

市町村・保健所

連 携

広域災害医療情報システム

○ 医療機関の被災状況
○ 被災患者の受入状況
○ 支援要請などの情報を共有

し円滑な災害時医療を提供

第５次徳島県保健医療計画より抜粋

他県へのDMAT等
派遣機能

医療救護
班の派遣

被災患者
搬送

災害医療体制について

県では、広域的な災害あるいは列車脱線事故等の局地的に多数の傷病者

が発生する災害時に、迅速かつ円滑な医療が提供できる体制の整備・充実

を図ってきました。

【災害拠点病院の整備として】

平成７年１月の阪神・淡路大震災を教訓として、今後の災害医療体制のあり方に関する

報告書が提出され、災害時における医療確保のあり方の基本的な考え方として、地域の医

療機関を支援するための、「災害拠点病院」の必要性が示唆されました。

この報告書を受け、災害拠点病院の整備事業が開始され、平成８年度に県立中央病院を

基幹災害医療センターに指定するとともに、地域災害医療センターとして２次保健医療圏

ごとに１箇所の病院を、計７病院を災害拠点病院に指定し、その機能充実を推進してきま

した（別図）。

今後30年以内に50％程度の確率で起こるとされている南海地震の規模はマグニチュード

８.４前後、1946年に起こった南海地震の約４倍の規模に相当し、本県においては沿岸部

を中心に津波等による甚大な被害が発生すると予想されています。普段から災害に備えて

おきましょう。

災 害 医 療 体 制

�
��



ん な 健の 康み

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

４ 木
婦人がん検診

骨粗鬆症検診

乳腺・甲状腺検診 ９:00～11:00

農村環境改善

セ ン タ ー

〔乳腺・甲状腺検診〕
40歳以上の女性

〔子宮がん検診〕
20歳以上の女性

〔骨粗鬆症検診〕
40歳・45歳・50歳・
55歳・60歳・65歳・
70歳の女性

問診票
乳腺・甲状腺検診

子宮がん検診

骨粗鬆症検診

13:00～14:30

８ 月 ポリオ生ワクチン投与 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成13年３月９日～
平成20年６月８日ま
でに生まれた子

母子健康手帳
予診票
予防接種手帳

10 水

健 康 相 談 13:30～14:00

久国集会所 住 民 健康手帳

糖 尿 病 予 防 教 室 14:00～15:00

16 火

健 康 相 談 13:30～14:00

棚野集会所 住 民 健康手帳
運動教室

講師 株本泰輔先生
14:00～15:30

18 木 食生活改善推進協議会研修会 ９:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

ヘルスメイト
エプロン
三角巾

19 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年３月１日～
６月30日までに生ま
れた子

母子健康手帳
予診票

23 火
運動教室

講師 株本泰輔先生
13:30～15:30 横瀬集会所

住 民
（中山・横瀬・与川内）

24 水

健 康 相 談 ９:00～10:00 掛谷集会所 住 民 健康手帳

健 康 相 談 13:30～14:00

生名センター 住 民 健康手帳
健康教室

「メタボリック予防について」
14:00～15:00

25 木 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

26 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成20年３月１日～
７月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

30 火

健 康 相 談 13:30～14:00

星谷集会所 住 民 健康手帳
健康教室

「うつ病予防について」
14:00～15:00

９月の保健行事
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉
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糖尿病教室、９月は次の予定となっています。糖尿病についての基礎知識や食事・薬などわか

りやすく説明をしています。興味のある方はぜひご参加ください。

日 担 当 内 容

２日（火） 内科医師 糖尿病について

９日（火） 坂口栄養士 食事について

16日（火） 正瑞薬剤師 薬について

30日（火） 亀山看護師長 生活と運動

場 所 勝浦病院２階 研修室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555・ＩＰ050（3438）7441

６月から８月の巡回がん検診並びに婦人がん検診を受診していない方

を対象に、がん検診を次のとおり実施しています。受診を希望される方

は、検診日の10日前までに 勝浦町福祉課 保健師までお申込ください。

（申し込みをされた方には、問診票をお送りします。）

対象者：40歳以上の方（ただし、子宮がん検診については20歳以上の方）

◎検診項目および検診料

検診場所：総合健診センター（徳島市蔵本町）

検診日時：９月６日 ・10月４日 ・11月１日 午前８時30分～11時

種 類 検 診 料 検 査 内 容 備 考

胃がん 1,000円 バリウムによる胃透視
※検診料は、生活保

護世帯の方、町民

税非課税世帯の方

および満70歳以上

の方は無料です。

※婦人がん検診につ

いては、前年度受

診された方は受け

ることはできませ

ん。

結核・肺がん
500円 レントゲン撮影

800円 レントゲン撮影と喀痰検査

大腸がん 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定

乳腺・甲状腺

2,000円
視触診と乳房Ｘ線検査２方向

（40～49歳の女性）

1,600円
視触診と乳房Ｘ線検査１方向

（50歳以上の女性）

子宮がん 700円 問診、視診、子宮頚部の細胞診

骨粗鬆症 700円 中手骨Ｘ線撮影による骨塩量測定

【申込先】 勝浦町福祉課 保健師 （42）1502 IP 050（3438）7148

が ん 検 診 に つ い て
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定期予防接種について

定期予防接種は、予防接種法に基づき、実施しています。疾病の予防のため一人ひとりの

健康状態に合わせ予防接種について十分理解した上で、計画的に定期接種内で受けましょう。

（定期接種以外は、接種料金が実費となります。また、予防接種被害は、独立行政法人医薬品

医療機器総合機構法に基づく救済となります。）

お問い合わせ 勝浦町福祉課 保健師 （42）1502 ＩＰ 050（3438）7148

上の表の および は、予防接種法で定められた定期の予防接種の対象者です。病気にかか

りやすい時期を考慮して定められた期間（標準的な接種期間）である の期間中にできるだけ接

種を受けましょう。

また、麻しんおよび風しんは標準的な接種期間はありませんが、麻しんや風しんは幼児期早期に

かかってしまうことが多いため、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に、第

１期の接種を受けましょう。

なお、この３期・４期は、平成20年度から５年間の措置です。１期・２期の対象となるお子さん

は該当しません。

注１：１期ＤＰＴ（追加接種）の標準的な接種期間は、１期初回接種（３回）終了後12月に達した時から18月

に達するまでの期間である。

注２：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期、第２期、第３期又は第４期の予防接種は、ＭＲ混合ワ

クチンで接種を行うこととなる。

注３：ＢＣＧに係る期間は、地理的条件、交通事情、災害の発生その他の特別な事情によりやむを得ないと認

められる場合に限り、１歳に達するまでの期間に接種することができる。

定期の予防接種の対象者（接種時期） （注）接種間隔の起算日は接種した日の翌日です

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ポリオ

ジフテリア

百日せき

破傷風

１期

（ＤＰＴ）

２期
（ＤＴ）

麻しん（はしか）
注２

風しん
注２

日本脳炎

ＢＣＧ

41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種を行います。

20日から56日まで（３～８週間）の間隔をおいて初回接種（３回）を行い、

初回接種終了後から６月以上の間隔をおいて追加接種を行います。

注１

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年

間（いわゆる幼稚園、
保育所等の年長児）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日

までの間にある者（中学１
年生に該当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日

までの間にある者（高校３
年生に該当する年齢の者）

13歳となる日の属する年度

の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１
年生に該当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度

の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３
年生に該当する年齢の者）

５歳以上７歳未満で

小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、
保育所等の年長児）

平成17年５月30日以降、ワクチン接種の積極的勧奨が行われていません。

但し、接種希望者は定期接種として接種は可能です。

６日から28日まで（１～４週間）の間隔をおいて１期初回接種（２回）を行い、

１期初回接種終了後から概ね１年おいて１期追加接種を行います。
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日
（火）

山 西 山西集会所横の自転車置場付近

９日
（火）

中 山 中 山 集 会 所 前

13日
（土）

生 名

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

前田さん宅前ごみフェンス横

20日
（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１日
（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

８日
（月）

中 山 消 防 詰 所 横

16日
（火）

生 名

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

22日
（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

４日 ・18日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

５日 ・19日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。 ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と今月の回収日

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

９月６日 午前９時まで

（横瀬）勝浦町民体育館裏リサイクル保管庫

９月13日 午前９時まで

※回収日の５日前から指定場所に置けます。

それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法

①段ボール
厚手の菓子箱等が入っているのは大丈夫です。

②新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。

それ以外（広報等）は入れないでください。

③古本・雑誌・紙
包装紙などが入っているのは大丈夫です。

同じ種類に分けてください。厚い表紙は

破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本（雑誌）はそれぞれ

ひもで縛ってください。

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

11日 ・25日
※登録している犬の場合は印鑑

と鑑札が必要です。

日 時 ９月18日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

不用犬
引き取り日

最近、犬の飼い主のマナーが

悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中

のフンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ

れています。近隣や周囲の人

に迷惑をかけることなく楽しく快適にペットと暮ら

すためにも、愛情と責任を持って飼いましょう。
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★おはなし会

28日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

９
月
の
行
事

宮部みゆき

おそろし

ある事件を境に心を閉

ざした17歳のおちかは、

神田三島町の叔父夫婦に

預けられた。おちかを案

じた叔父は、 人々から

「変わり百物語」を聞くよ

う言い付ける。彼らの不

思議な話しはおちかの心

を溶かし、やがて事件が

明らかになっていく……。

石 田 衣 良

非正規レジスタンス
池袋ウエストゲートパークⅧ

悪徳人材派遣会社に立ち

向かうユニオンのメンバー

が次々に襲撃された。格差

社会に巣食う悪と渡り合う

マコト。人気シリーズ第八

弾。

青春の十字架 森 村 誠 一

エイジハラスメント 内 館 牧 子

妃は船を沈める 有栖川有栖

千本雨 －公事宿事件書留帳－ 澤田ふじ子

血の冠 香 納 諒 一

ふたり旅 －生きてきた証しとして－

津 村 節 子

帰 省 －未刊行エッセイ集－ 藤 沢 周 平

父の戦地 北原亞以子

ナマコのからえばり 椎 名 誠

不連続の世界 恩 田 陸

浅田次郎とめぐる中国の旅 浅 田 次 郎

ラジ＆ピース 絲 山 秋 子

カラスの親指 道 尾 秀 介

波打ち際の蛍 島 本 理 生

ディスコ探偵水曜日 上・下 舞城王太郎

喜の行列悲の行列 藤 田 宜 永

少年曲馬団 花 村 萬 月

９・１１倶楽部 馳 星 周

誰が疑問符をつけたか？ 太 田 忠 司

上を向いて歩こう ヒキタクニオ

ぞうのホートンひとだすけ ドクター・スース

新 着 図 書 の 一 部 紹 介

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

畠 中 恵

いっちばん

若だんなに元気がない？

それは天下の一大事！誰

が一番若だんなを喜ばせ

られるか、ひとつ勝負と

いこうじゃないか！大人

気「しゃばけ」シリーズ

最新刊。
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日時 ５日 ･12日 ･19日 ･26日

午後１時～４時30分

場所 勝浦町住民福祉センター１階

内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

日 時 ９月６日 ・７日 ・13日 ・14日

20日 ・21日 ・27日 ・28日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時

※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談

０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談

０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ね ん き ん ダ イ ヤ ル

時 間 延 長 年 金 相 談

年 金 相 談

※今年も特別に２ヶ月間（８回）奉仕で木村桂子先

生が教えてくださいます。受講料無料です。勝

浦会館 （42）3305又は、IP 050（3438）8631へお申

し込みください。

◎大正琴は初心者コースもあります。

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ９ ・16 午後 7:30～9:30

踊 り
３ ･10 ･17 ･24 午後 2:00～4:00

※特別奉仕教授 すだち・お四国・小唄

歌 謡 ７ ・21 午後 7:30～9:30

生け花 ８ ・22 午後 7:30～9:30

大正琴 ４ ・11 ・26
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

まちのうごき
平成20年７月16日～８月15日（敬称略）

人 口（平成20年７月31日現在）

世帯数 2,153戸

男性 2,990人

女性 3,206人

計 6,196人

出生 男 ０人 女 １人 計 １人

死亡 男 ２人 女 ４人 計 ６人

転入 男 ４人 女 ５人 計 ９人

転出 男 ３人 女 12人 計 15人

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

）長
男豪ご

う

貴き

大
字
三
溪
字
平
山

平

岡

貴

志

万
希
子

大
字
中
角
字
平
山

原

田

昭

三
（
79
歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

山
ア
サ
ノ
（
97
歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

中
川
フ
サ
ヱ
（
64
歳
）

大
字
生
名
字
石
垣

山
川
シ
ゲ
ノ
（
89
歳
）

大
字
沼
江
字
西
岡

南

ハ
ナ
ヱ
（
88
歳
）

◇
お
く
や
み
申
し
ま
す

９月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010

平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

広
報
か
つ
う
ら
八
月
号
の
「
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
の
記
事
で
、
菅
内
ナ
ミ
エ
さ
ん
の
お

名
前
を
菅
内
ミ
ナ
エ
さ
ん
と
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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